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１ はじめに 

会津若松市では、令和７年度からＥＤＵＣＯＭ製の校務支援システム(Ｃ４ｔｈ)が導入され

た。これまでは、学校独自のエクセルを用いた校務支援システムを活用していたが、ＥＤＵＣ

ＯＭ製の校務支援システム（Ｃ４ｔｈ）が採用されることになり、通知票を始め、指導要録、

出席簿など、システムを使用して作成また管理することになった。導入により、これまでの仕

組みと異なることが多く、システムに慣れるまでは、先生方の負担が大きくなることが予想さ

れた。通知票や指導要録の作成、年度更新作業などについて、これまで数回の研修会が開催さ

れたが、それらを先生方に周知することと、スムーズな導入を図り、先生方の負担を少なくす

ることが課題であると感じた。 

 

２ 実践内容 

（１）通知票の作成について 

これまでのエクセルによる校務支援シス

テムは、エクセルファイルに必要事項を入

力すると、通知票にスムーズに反映されて

いた。また、エクセルであるので、細かな

修正が簡単であった。 

しかし、導入された校務支援システム

は、入力項目により入力するページを開き

直さなければならず、それらをシステム上

で直接入力するか、ダウンロードした複数

のエクセルファイルそれぞれに必要項目を入力していく必要があった。 

デメリットとして、以下のようなことが予想された。 

① 入力内容が統一されず、検閲後に手直しが増える。 

② 必要項目のもれがあり、完成された通知票を印刷して未入力の項目があることに気づ

く。 

一度入力したものを修正することが増えること、どこに何を入力していないか考えながら   

仕事することはストレスになるため、下の図のように、入力する必要がある項目をまとめた 

エクセルファイルを用意した。 
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入力する内容が決まっていること、

学級での役職など、表記が統一される

べき項目についてはドロップダウンリ

ストにより入力することができるよう

にした。 

できたものを、校務支援システムか

らエクスポートしたエクセルファイル

に貼り付けて、再度校務支援システム

にインポートすることで通知票が作成できるようにした。 

（２）指導要録の作成について 

指導要録についても、これまでは独自のエクセルファイルを必要に応じ手直しして作成して

いた。通知票作成の際に入力した内容が反映されていたので、入力する内容が限られていた。 

導入された校務支援システムでは、特に指導要録様式２を作成する際、通知票作成で入力し

た内容が反映される部分があり、作成にかかる負担が軽減される部分もある。しかし、所見の

項目については、必要項目が①学習に関する所見、②特別活動に関する所見、③行動に関する

所見、④進路指導に関する事項、⑤指導上参考となる諸事項、⑥表彰等、⑦特技等と分かれて

いるものすべてを、項目立てをしながら一箇所に入力しなければならないため、入力には工夫

が必要であった。 

そこで、通知票に入力した内容を反映させながら、新たに入力したものと１つのデータにま

とめるためのマクロを組んだファイルを準備した。マクロはＧｅｍｉｎｉを活用しコードを入

力した。 

それぞれの項目を選択、入力したデータを結合し、データを一括して校務支援システムにイ

ンポートすることができるようにすることで、入力の手間を省けるようにした。 

 

３ 終わりに 

教員の「働き方」について取り上げられることが近年多くなっている。これまで行っていた

行事を削減したり、教育活動を減らしたりすることで教員の負担を軽減することはできる。し

かし、行事や教育活動の制限は、これまでの生徒が行事等をとおして経験してきた楽しみや、

感動を生徒が経験できなくなることにつながる。 

校務支援システムの導入は、主に次の２点を目的としている。 

① 教員の行う事務的な業務をデジタル化し、効率的に行い、働き方改革を推進する。 

② 業務を効率化し、生み出された時間で、児童生徒と向き合う時間を増やす。 

しかし、これらのシステムの導入が、教員の不安やストレスを増やすものになってしまって

は本末転倒である。それらのシステムの導入をスムーズにし、活用しやすくすることも「働き

方改革」につながると考え、取り組んできた。 
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